

























・注釈には、 〈釈文〉 〈通釈〉 〈語釈〉 〈補説〉の各項を立てた。 〈釈


































ちす咲く池の夕風夏はあれどよし一花 秋の撫子」 ） が残る。なお、俊成には「はちす咲き水さへ匂ふ夕暮は身をかへて見る心地こそすれ」 （五社百首
432日吉社 ・ 蓮） の作も残る。
○薫りあふかな
　「薫」























な作例であ 。この俊成歌と当歌は詠作時が近接していると推定されるが、蓮の花の香を単に嗅覚的な美としてではなく、宗教的体験の象徴として用いている点でも共通する。 〈語釈〉 「はちす咲く」項に掲げた定家歌（拾遺愚草
34）が当歌と酷似する内容を持
つことについては、す に池田和臣に指摘があるが、こ 定家では蓮花の香によってもたらされる宗教的な境地が、 「心の水を澄ます」と、さらに明確に表現されて 。俊成・定家の作と当歌の三首の間には密接な関係が想 よいだろう。 また 〈語釈〉にも掲げたごとく、俊成が「風で 中主体の許に運ばれる池の蓮の香」という主題を 五社百首で繰り返し用いてい 点 五社百首・住吉社百首
332でも「うき草の末より風は吹くなれど池の蓮ぞ































思いと関わらせた作が二首見え、 「沢水に空なる星の映 かと見ゆるは夜半の蛍なりけり」 （後拾遺集・夏
217良経）のごとく、夏夜
の風情を表す景物として扱った叙景歌も多数詠まれ が、車胤の故事を踏まえた作は少ない。古今六帖・和漢朗詠集では「蛍」が

























































風ぞ吹く」 （千載集 ・ 夏
225読人不知）のごとく、平安末期までには、





































































































恋しく思う相手との邂逅を願う社でも った。平安期以降の用例は多くはないが、前掲宇合歌 摂取した「言はばやな石田の杜柞原へだつる霧は立ちものくやと」 （永久百首
















































の 「山彦のこたふる山の郭公一声なけば二 ぞ聞く」 （夏
59） とまっ
たく同じ歌である。能因歌は古来風躰抄 も入る。 〈語釈〉で見た通り、 」を取り合わせ ことで郭公の声を切望する心をより強く示そうとする歌は、細々ながら平安期を通して見出せこうした詠歌史を勘案するならば、当歌は能因歌が竄入し 可能性も捨てきれないながら、伝統に従いつつ新たな興趣を付加 ようと試みた結果が偶然能因歌と同一 なったと見る もできるのではないだろうか。合点の上に付される「 ことか」の注記は、それに気づいた何人か（俊成カ）が書き入れたも であろう。当歌の工夫は、 「一声」鳴い のに「二声」聞けたという矛盾を知巧的に表現したところにある。数を対比させ 趣向は、従来にない興趣深い 付加を追求した平安後期 〈風情主義〉の潮流
に従うものと言える。しかしながら、能因歌を注釈した松野陽一がその現代語訳に「 （なかなか初音の聞けなかった山里だが、 やっと鳴いた。おや何と） 」と付け加えたように
*3、 「一声」 「二声」の対












「止む」は物事が起こらないまま終わる意。 「飽かで止む」の表現は平安後期以降に数例見え、郭公と組み合わせた作も、 「夏山の道も惑ひぬ郭公あかでやみぬる声を尋ねん」 （禖子内親王歌合４武蔵） 、 「みどり子や振り分け髪の昔より飽かでやみぬる郭公かな」（堀河集
15）のように残る。しかし、当歌における「飽かで止む」








































である。当歌の肩に付される「きよすけよみてきにたるうた（清輔詠みてき似たる歌） 」の注は、 この歌を指すのではないだろうか。清輔歌の詠作機会は不明だが 今撰集に入ることから、永万元年
1165頃までには詠まれていたことが確実で、長寛頃までには成立し
たとされる当「未詳歌集切」所収歌と詠作年時は近接している。また、 「飽かで止む」を現世で美的対象を堪能し れないままに終わった意で用いる作に、西行の「来ん世には心の内にあらはさん飽かで止みぬる月の光を」 （ 法師家集
538、千載集・雑上
1023）
























る」が入る。郭公 取り合わせた例 、 「東路の思ひ出でにせん郭公老曾の杜の夜半の一声」 （後拾遺集 ・ 夏
195公資） が早い。また、 「変











































Some Annotations on Pieces of an Unidentified Waka 
Anthology Attributed to Saigyo (Part 2)
NAKAMURA, Aya
キーワード ： 和歌、注釈、構想
Key words ： waka poetry, commentary, a conception of waka
